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員福寺堂山墓地の如意輪観音像
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写真 1



武 蔵 村 山 市 の 石 造 物

この如意輪観音像は員福寺堂山墓地の入日にいくつ

かの大型の石仏、石塔類とともに並んで建っている.

女性にゆかりの深い加意輪観音像は木像では一面六

管のものが多く、石像では一面 1常に簡略化され、し

かも小型になる場合が多い。 しかし、この像は石像で

ありながら一面六腎で表現され、しかも大型であるこ
とど

とから古い形態を止めているということができる。ま

た、銘文のとおりこの像は念仏塔であり、■年生れの

女性により建てられたものであろうか,日 付の十八日

は観音様の縁日である。
けt  hた

慶安五年 (1652)の 石仏は現在までに確認され

ている市内最古のものである.像 高は 131cmで あ

る(

庚申懇話会会長

小花波 平

なお、本像は 「日本石仏事典Jに紹介

さ才tて↓ヽる(J
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2 入 り天満宮の馬頭観音 (写真 2)
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この塔には 「馬頭観世音吉薩 |の文字がていねいに

深く彫りこまれている.こ の文字に陽が当たると彫り

際に影ができ、文字が浮き 11がって見えるJ

この塔は享和1元年 (1801)に 相州 `相模国)i

倫榔水声キ寸出身の意信という廻日の行者が村人の信頼
・協力を得て建てたものであろう…馬の供養塔であり、

道標も兼ねている.高 さ 148cmで ある.
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写真 2 入 り天満宮東の馬頭観音
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3 原 山の馬頭観音 (写真 3)

この馬頭観音はもともと、同じ原山地区の御伊勢の

森神明社東の辻に建てられていたものである(D

像を彫る馬頭観音塔はあまり多くないが、これはそ

の例である。像は宝冠に馬の頭が描かれ、蓮座も美し

く飾られ衣の裾の舞い上がった美しい姿である。光背

部分も浮き彫りにされ、なかなかていねいな作りであ

る。高さ122 5cmで ある。

銘文が確認されず、作られた年代、由来などは不明

である。 しかし、この地蔵には旗本前嶋氏にまつわる

悲 しい伝承があり、それが地域に語り継がれている(3

像の錫杖を持つ手 (右手)の 指は伝承どおり六本で表

現されている。

現在でも地域の人 の々信仰を集めており、千羽鶴な

どが奉納されている。

(伝承〉 江 戸時代の初め頃、原山の屋敷山に前鳴十

左衛門という旗本が住んでおり、その殿様に

は指が六本ある娘がいた,そ の娘は年頃にな

ると、身の不幸を悲 しみ、世をはかなんで、

自ら命を絶ってしまった。その娘を哀れに思

った村人たちはお地蔵様を建てて供養したと

いうことである。
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写真 3 原 山の馬頭観音

写真 4 原 山の六 ッ指地蔵尊像
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5 頴ノ農薬師堂が雪雷部暫(写真5)
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すでに稲村坦元氏の 「武蔵史料銘記集Jな どに紹介

されている中世の宝麓印塔である。現在は笠及び基礎

部分が残るだけであり、笠の磨滅は著しい.基 礎部分
二|   ヽ 1

の 二重の枠 (格座間)な どに延文期の関東型の宝鐘印

塔の形式をよく示している.

「八月 |‐八日死去 |と刻む銘文も珍 しく貴毛である。

なお、延文元年は西暦 1356年 、約 640年 ほど前

の塔である。

6 歴 史民俗資料館の馬頭観音 (写真 6)

この馬頭観音塔はもともと赤堀地区山中の死馬捨場

に建てられていたものである.安莱八年(1779)
に赤堀地区を中心とした上中藤の馬持ちの人々によっ

て馬の供養のため建てられたものである。

高さ144cmで 、彫りの深い堅実な字彫りの塔で

ある。
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写真 6 歴 史民俗 資料館の馬頭観音



7 横 田吉祥院前の馬頭観音 (写真 7)
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この馬頭観音はもともと中村地区を通る福生道の辻

に建っていたものである。小さく浮き彫りにした馬頭

観音座像を上部に配した、深くしっかりした字彫りの

塔である.馬 頭観音像は一面六管で、四管に宝輪、剣、

まさかり、鈴を持ち、二管は合掌をしている。天明六

年 (1786)に 醸右衛門を願主に横田、中村の人々

により建てられたものである。

高さが 195cmも ある大変彫りの良い塔である。
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写真 7 横 田吉祥院前の馬頭観音

この馬頭観音塔はもともと三 ッ木村順礼塚に建てら

れていたものである。大きくしっかり彫られた字彫り

の塔で、高さは226 5cmも あり、市内では最も
なが まと , さよ

大きいものである。地域の人々により 「長馬頭様」と

呼ばれていた。
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写真 8 長 同寺 山門前の馬頭観音



―一収蔵資料紹介①
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遺 跡 採 集 の 石 器
平成2年 12月 26日 に市内中央二丁目にお住まい

の渡辺善―郎氏より当館へ石器2点 の寄贈があった。

この2点 はともに旧石器時代終末期のものであり、屋

敦山遺跡 (中藤一
丁目および中央三丁日)で は今まで

知られていなかった時代の資料である。市内全体でも

この時代の資料は少ないため、ここにその内容を紹介

する。

採集地点は市セ第三小学校の西南の丘陵斜面の畑で、

屋敷山遺跡の範囲内である。この畑の耕作中に渡辺氏

が採集したものである。

1は米奨形をした小型の尖頭器 (石槍)で あり、長

さ4 6cm、 最大幅 2 1cm、 厚さ0 9cm、

重さ6 5gを 計る。縦長の資1片を素材として、装両

にはほぼ全面に調整幸J離がみられる.裏 面はまJ片資J離
卜 ヽ

面を
な景

く残しヽ 基部に調整縁1離が施されている=ィF

質は頁岩である、

1

屋敷 山遺跡採集 の石器写真

石器採集 地点 (縮尺 1/2500 )
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2はやや大きめの細石刃であり、長さ3 0cm、

最大幅 1 2cm、 厚さ0 5cm、 重さ2 1gを

計る。表面には2本の稜があり、横断面は合形状にな

そくえん

る。裏面の右側縁には連続 した調整が施されている。

石質はチャー トである。 (山田義高)
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屋敷山遺跡採集の石器実測図

一一
収蔵資料紹介②
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この壷は昭和48年 に市内三 ッ藤
一

丁目にお住まい

の鈴木鷹貴氏 (故人)よ り市教育委員会へ寄贈された

ものであり、その後、昭和 56年 より当館で収蔵する

こととなった。鈴木氏からは 「お歯黒壷」ということ

で寄贈されていたため、長らく近世以降に使用された

顔料入れの壺と思われたまま収蔵されていた。しかし、

その形態から中世陶器と考えられるため本市に直接関

わる資料ではないが、ここに紹介しておきたい。

日径 10 5cm、 肩部最大径 17 6cm、 底径

7 5cm、 器高21 5cmを 計るほぼ完形の壷で

ある。底部から肩部へ開きながら立ち、肩部は丸みを

もち、頸部ですばまり田縁は外反する。日縁の断面は

外側に折り返され、くちばし状になる。胎土は砂質で、

焼きは良い。これらの特徴から鎌倉時代に渥美窯で焼

かれた製品と考えられる。 (山田義高)
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渥美童実測図渥美壺写真
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鉄
寄 贈 者 寄 贈 ロロ ＼察 寄 月曽 者 寄 贈 口

印

氏 名 住 所 口
Ｗ 名 数量 事＼ 氏 名 住 所 日

叩 名 数量

1 尾 崎  好 司 済岸3-1-15 戦 時 紙 幣 24 6 比 留 問 キ ミ =ッ 木51-12 記 念 杯 14

食 券 1 盆 1

つ
０ 村 山 美 春 瑞穂町

箱根 ヶ崎拠8
板 碑 1

重 箱 2

神 棚 1

3 増尾 音 治 ニ ッ木3-27-2 車 ダ ン ス 1 踏 鍬 1

4 山 田 貞 子 中藤1-1 戦時債 券 類 卒 業 証 書 類
に
υ 内野 治 三 郎 神明1-123 草 ダ ン ス 1 7 木 下 有 丘 雄 =ッ

木1-51-2 貯 水池工 事

写 真

つ
●

●
４

火 鉢 1

カ ン テ ラ 1 8 岡 本   保 本町2-191 少年 飛行 兵

募集 手 引書
1

専 売 着 板 1

か や 1 空襲予告 ビラ 1

柳 行 李 1 9 田 口忠 太 郎 中藤321-1 火 鉢 ほ か 13

6 比 留 間 キ ミ 三 ッ木5112 ひ な 人 形 25 10 清水 輝 雄 ヵ宝田丁2-99-10 貯 水 池 工 事

写 真
586

五 月 人 / / /7

長 火 鉢 1

寄贈資料 (平成5年10月1日～平成6年9月30日)

次の方々より貴重な資料を御寄贈いただきました。ありがとうございました。

資料館利用状況 (平成5年4月 1日～平成6年3月31日)

~t/

V

区 分

月 別
開 館 日 数 総利用 者数

市 内 市 外

人 教 堂
】

Ａ
日 人 数 竺

向
△
ロ

H5。 4 24
日

994 人 453 人 45 6% 541 人 54 4 。 °

5 22 874 499 57 1 375 42 9

6 24 455 188 41 3 267 58 7

7 26 603 839 56 2 264 43 8

8 25 1, 095 520 47 5 575 52 5

9 19 737 264 35 8 473 64 2

10 ｒ
υ

つ
４ 703 283 40 3 420 59 7

11 22 792 458 57 2 389 42 8

つ
“ 22 390 206 52 8 184 47 2

H 6 ・ 1 つ
る

０
る 480 273 56 9 207 43 1

り
ん

う
０

つ
４ 865 591 68 3 274 31 7

3 に
Ｕ

つ
４ 947 633 66 8 314 33 2

△
白 計 278 8, 935 4, 702 52 6 4, 233 47 4
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